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【９月度課題の解答と解説】
[bookmark: _Hlk489993771]固定資産の取得、減価償却、売却、除却の処理
8桁精算表の作成（基礎）

























問題１
	ア
	定款
	カ
	計上される

	イ
	以上
	キ
	増減しない

	ウ
	事務消耗品費
	ク
	計上されない

	エ
	含める
	ケ
	計上される

	オ
	減少する
	コ
	計上されない


ウ：利用者の処遇に使用するものは「消耗器具備品費」で処理します。
ケ：固定資産が減少し、同額の純資産が減少するため、事業活動計算書に計上されます。
コ：支払資金には影響しないため、資金収支計算書には計上されません。

[bookmark: _Hlk490422880]問題２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	
	借方
	貸方
	収支計算書

	
	勘定科目
	金額
	勘定科目
	金額
	資金収支
	Ｐ／Ｌ

	1 
	器具及び備品
	360,000
	現金預金
	360,000
	〇
	×

	2 
	Ｐｏｉｎｔ：固定資産、流動資産間の動きであり、純資産には影響せず支払資金のみ減少します。

	3 
	水道光熱費
	20,000
	現金預金
	20,000
	〇
	○

	4 
	給食費
	12,000
	事業未払金
	12,000
	○
	〇

	5 
	Ｐｏｉｎｔ：債務が発生した時点で費用計上します。支払った時点では、支払資金、純資産ともに増減しません。

	6 [bookmark: _Hlk132729849][bookmark: _Hlk132729941]
	消耗器具備品費
	50,000
	現金預金
	50,000
	○
	〇

	7 
	Ｐｏｉｎｔ：利用者のために購入した備品については「消耗器具備品費」勘定を使用します。

	8 
	減価償却費
	60,000
	器具及び備品
	60,000
	×
	〇

	9 
	Ｐｏｉｎｔ：360,000×0.200×10か月（6月～翌3月）／12か月＝60,000円

	10 
	現金預金
	30,000
	車輌運搬具
	30,000
	〇
	×

	
	現金預金
	60,000
	固定資産売却益
	60,000
	〇
	〇

	11 
	Ｐｏｉｎｔ：資金収支計算書には借方合計90,000円が固定資産売却収入として計上されます。事業活動計算書には固定資産売却益60,000円の部分のみ計上されます。

	12 
	固定資産売却損・処分損
	20,000
	器具及び備品
	20,000
	×
	〇

	13 [bookmark: _Hlk490422543]
	現金預金
	100,000
	経常経費寄附金収益
	100,000
	○
	○

	14 [bookmark: _Hlk132729477]
	職員給料
	500,000
	職員預り金
	30,000
	〇
	○

	
	
	
	現金預金
	470,000
	〇
	〇

	
	Ｐｏｉｎｔ：職員への支給は源泉所得税30,000円を引いた470,000円ですが、費用の発生（職員給料）は500,000円であるため、職員給料500,000円で処理します。

	15 
	職員預り金
	30,000
	現金預金
	30,000
	×
	×

	16 
	Ｐｏｉｎｔ：支払資金間（流動資産と流動負債）取引のため、支払資金、純資産共に影響しません。




問題３（１）
	[bookmark: _Hlk490423769]
	現　金　預　金
	
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	借　方
	貸　方
	差引残高
	
	

	4
	1
	前期繰越
	
	
	２，３００
	
	

	
	①
	設備資金借入金
	１，０００
	
	３，３００
	
	

	
	②
	車輌運搬具
	
	２，０００
	１，３００
	
	

	
	④
	設備資金借入金
	
	１００
	１，２００
	
	

	
	⑤
	支払利息
	
	１０
	１，１９０
	
	

	
	⑥
	器具及び備品
	１６０
	
	１，３５０
	
	

	
	⑧
	車輌運搬具
	２００
	
	１，５５０
	
	

	
	⑨
	固定資産売却益
	１４０
	
	１，６９０
	
	

	
	
	×××
	
	×××
	２，７８０
	
	

	
	
	取引合計
	３，５５０
	３，０７０
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


[bookmark: _Hlk490423605]
	　
	車　輌　運　搬　具
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	資金増減取引
	その他取引
	差引残高

	
	
	借　　方
	貸　　方
	借　　方
	貸　　方
	

	4
	1
	前期繰越
	－
	－
	－
	－
	２００

	
	②
	現金預金
	２，０００
	
	
	
	２，２００

	
	③
	減価償却費
	
	
	
	２００
	２，０００

	
	⑧
	現金預金
	
	２００
	
	
	１，８００

	
	
	取引合計
	２，０００
	２００
	
	２００
	

	
	
	
	
	
	
	
	



	　
	器具及び備品
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	資金増減取引
	その他取引
	差引残高

	
	
	借　　方
	貸　　方
	借　　方
	貸　　方
	

	4
	1
	前期繰越
	－
	－
	－
	－
	４５０

	
	⑥
	現金預金
	
	１６０
	
	
	２９０

	
	⑦
	固定資産売却損・処分損
	
	
	
	８０
	２１０

	
	
	取引合計
	
	１６０
	
	８０
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	設備資金借入金
	
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	借　方
	貸　方
	差引残高
	
	

	4
	1
	前期繰越
	－
	－
	０
	
	

	
	①
	現金預金
	
	１，０００
	１，０００
	
	

	
	④
	現金預金
	１００
	
	９００
	
	

	
	
	取引合計
	１００
	１，０００
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	





	[bookmark: _Hlk490452675]
	減　価　償　却　費
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	資金増減取引
	その他取引
	差引残高

	
	
	借　　方
	貸　　方
	借　　方
	貸　　方
	

	
	③
	車輌運搬具
	
	
	２００
	
	２００

	
	
	取引合計
	
	
	２００
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	[bookmark: _Hlk490452534]
	支　払　利　息
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	資金増減取引
	その他取引
	差引残高

	
	
	借　　方
	貸　　方
	借　　方
	貸　　方
	

	
	⑤
	現金預金
	１０
	
	
	
	１０

	
	
	取引合計
	１０
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	固定資産売却益
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	資金増減取引
	その他取引
	差引残高

	
	
	借　　方
	貸　　方
	借　　方
	貸　　方
	

	
	⑨
	現金預金
	
	１４０
	
	
	１４０

	
	
	取引合計
	
	１４０
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	固定資産売却損・処分損
	

	日　付
	摘　　　　　　要
	資金増減取引
	その他取引
	差引残高

	
	
	借　　方
	貸　　方
	借　　方
	貸　　方
	

	
	⑦
	器具及び備品
	
	
	８０
	
	８０

	
	
	取引合計
	
	
	８０
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	




固定資産に関する処理については、資金増減取引とその他取引（事業活動計算書のみ計上される取引）とが混在するため、注意が必要です。
[bookmark: _Hlk133613896]差引残高の欄は、資金増減取引、その他取引のいずれも反映させた残高を記入しましょう。
精算表の記入は、例えば総勘定元帳の「資金増減取引」の借方の取引合計額を、精算表の「期中資金増減取引」の借方欄へ記入する、というように進めていきます。

（２）各取引内容は下記の通り　
	
	取引内容

	①
	施設を建設するために１，０００を借り入れた。

	②
	車両の購入代金２，０００を現金で支払った。

	③
	車両に係る減価償却費２００を計上した。

	④⑤（セット）
	設備資金に係る借入金１００を利息１０と共に支払った。

	⑥⑦（セット）
	帳簿価額２４０の備品を１６０で売却した。

	⑧⑨（セット）
	帳簿価額２００の車両を３４０で売却した。



取引の記録には、文章で書くよりも仕訳による方がすっきりしますね。




	
精　　　算　　　表

	摘　　要
	期首Ｂ／Ｓ
	期中資金増減取引
	期中その他取引
	期末Ｂ／Ｓ

	
	借　方
( 資　産 ) 
	貸　方
(負債･純資産)
	(借方)
	(貸方)
	(借方)
	(貸方)
	借　方
 (資　産)  
	貸　方
(負債・純資産)

	現金預金
	2,300
	
	3,550
	3,070
	
	
	2,780
	

	その他流動資産
	1,400
	
	1,120
	700
	
	
	1,820
	

	諸流動負債
	
	340
	275
	220
	
	
	
	285

	支払資金計
	3,700
	340
	4,945
	3,990
	
	
	4,600
	285

	(差引支払資金)
	
	(3,360)
	差引支払資
金増加額→
	955
	
	
	
	(4,315)

	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	資金収支計算書
	
	
	
	

	
	
	
	借　方
( 支　出 )
	貸　方
( 収　入 )
	
	
	
	

	土地・建物
	42,000
	　　Ａ

	
	
	
	
	42,000
	

	車輌運搬具
	200
	
	2,000
	200
	売却収入
	200
	1,800
	

	器具及び備品
	450
	
	
	160
	
	80
	210
	

	
	設備資金借入金
	
	0
	元金償還支出
100
	借入金収入
1,000
	
	
	
	900

	
	基本金等
	
	43,500
	
	
	
	
	
	43,500

	
	次期繰越活動
増減差額(期首)
	
	2,510
	
	
	
	
	
	2,510

	
	当期
活動増減差額
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	差引純資産
増加額　→
	1,415

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	Ｂ ／ Ｓ 合 計
	46,350
	46,350
	
	
	
	
	48,610
	48,610

	
	
	
	
	
	
	
	
	Ｐ／Ｌ

	
	
	太点線囲みの部分　➟
が資金収支計算書
	
	
	Ｃ
	
	借　方
( 費　用 )
	貸　方
( 収　益 )

	
	○○事業収益(収入）等
	Ｂ

	
	2,400
	

	
	
	2,400

	人件費・事業費・事務費（支出）
	
	
	835
	
	
	
	835
	

	減価償却費
	網掛け部分の合計　➟
が事業活動計算書
	
	
	200
	
	200
	

	支払利息（支出）
	
	
	10
	
	
	
	10
	

	　固定資産売却益
	
	
	
	140
	
	
	
	140

	固定資産売却損・処分損
	
	
	
	
	80
	
	80
	

	収益･費用
(収入･支出)小　計
	
	
	2,945
	3,900
	
	
	1,125
	2,540

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	当期増減(収支)差額
	
	
	955
	←当期資金
収支差額
	
	
	1,415
	←当期活動増減差額

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	増減等（収支）合計
	
	
	3,900
	3,900
	280
	280
	2,540
	2,540



記入のない箇所を黒塗りしていないので難しかったかもしれません。
精算表の一番下の行「増減等（収支）合計」の借方、貸方がそれぞれ一致していること、期中資金増減取引欄の「差引支払資金増減額」と「当期資金収支差額」とが一致していること、期末Ｂ／Ｓ欄の「差引純資産増加額」と「当期活動増減差額」とが一致していることを確認しましょう。
資金収支計算書における固定資産売却収入は、車輌運搬具：貸方200と固定資産売却益：貸方140の合計額340が計上されます。
Ａで囲った部分が資金収支計算書のみ計上される部分、Ｃで囲った部分が事業活動計算書のみ計上される部分、Ｂで囲った部分が両方の収支計算書（フローの計算書）に計上される部分となります。



